














 
要約：水頭症の子どもたちの多くは、シャントチューブが挿入されており、何らかの障害

を持って生活している。しかし、実態は明らかでなく、今回、水頭症の子どもたちの抱え

ている問題を把握し、どのような生活支援が求められているのかを知るために調査をした。

その結果、64.8％の水頭症の子どもたちが、何らかの障害を持ち、また、82.9％の家族が、

医療・保育・教育上の多岐にわたる問題を意識しながら生活していることが明らかになっ

た。水頭症の子どもたちが、生き生きと健やかに成長するためには、これらの問題を解決

し、子どもたちが、その子らしく生活できるように支援することが求められ、介護マニュ

アルの必要性が示唆された。 


